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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】鋏の空切による摩耗と固定刃の歪を防止できる
ミシンの裁断装置を提供する。
【解決手段】ミシンの裁断装置は、布地を裁断するもの
で、一凸輪、一連動機構及び一鋏機構を含む。該連動機
構は一伝動ユニットと凸輪の端面を接触させ、一連桿ユ
ニットで該鋏機構の可動刃を連接する。凸輪で連動機構
を動かし、連動機構が鋏機構の可動刃を動かして開閉裁
断動作を行う。機針が三回上下縫製すると、鋏機構が一
回開閉し、鋏の空切りに依る磨耗を防止する。且つ鋏の
刃口の噛み合わせは支軸を固定刃と可動刃の軸孔に挿入
し、盤型バネと調整ナットでしっかり締めて刃口の噛み
合わせを加圧し、固定刃の歪みを防止し、構造を縮小す
る。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　布地を裁断するためのミシンの裁断装置において、凸輪、連動機構及び鋏機構を含み、
その端面に凸部を具える凸輪と、
伝動ユニットで該凸輪の端面を接触させ、凸輪が動きを伝え、下端には回転軸を軸設し、
回転軸を連動してその軸線で回転し、回転軸の別端は揺動ユニットを連接し、且つ揺動ユ
ニットは回転軸によって連動して回転し、該揺動ユニットは横棒を連接し、横棒が左右に
移動させ、横棒の別端は揺動腕で連桿ユニットを連接する連動機構と、
刃台、刃台上に設置した一組の固定刃及び可動刃を含み、且つ連桿ユニットの一端は可動
刃を連接し、凸輪が連動機構を動かし、連動機構が鋏機構の可動刃を動かして開閉によっ
て裁断動作を行う鋏機構を含むことを特徴とするミシンの裁断装置。
【請求項２】
　請求項１記載のミシンの裁断装置において、前記連桿ユニットは、第一連桿、揺桿及び
第二連桿を含み、該第一連桿の一端は該揺動腕を軸設し、別端は該揺桿の一端を軸設し、
揺桿の別端は第二連桿を軸設し、且つ揺桿の中間には支軸で該刃台上に固定し、該第二連
桿の別端は可動刃に軸設することを特徴とするミシンの裁断装置。
【請求項３】
　請求項１記載のミシンの裁断装置において、前記刃台は、下端に第一固定孔を設置し、
該固定刃及び可動刃の中段箇所にはそれぞれ第一軸孔を設置し、第一支軸の一端は該刃台
の第一固定孔内に挿入し、別端は固定刃及び可動刃の第一軸孔に挿入し、盤型バネ及び調
整ナットで固定することを特徴とするミシンの裁断装置。
【請求項４】
　請求項１記載のミシンの裁断装置において、前記刃台は、下端に第二固定孔を設置し、
固定刃の端側に第二軸孔を設置し、第二支軸の一端を固定刃の第二軸孔内に挿入し、別端
を刃台の第二固定孔内に挿入し、パッド及びナットで固定することを特徴とするミシンの
裁断装置。
【請求項５】
　請求項２記載のミシンの裁断装置において、前記可動刃は、端側に第二軸孔を設置し、
該第二連桿に軸設することを特徴とするミシンの裁断装置。
【請求項６】
　請求項１記載のミシンの裁断装置において、前記横棒の一端の適する位置に固定環を設
置し、ミシン本体に支持フレームを設置し、該支持フレームの一端は折曲もしくは垂直面
を形成し、バネで固定環と垂直面の間を押さえ、揺動ユニットを押して元の位置に復位さ
せることを特徴とするミシンの裁断装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ミシンの裁断装置に関するもので、特に一種の二針刺繍装飾ミシンで布を裁
断する裁断装置に係る。
【背景技術】
【０００２】
　一般のミシンで縫う時、機針が上下に一回縫製すると、布地が一回前進する。また二針
刺繍装飾ミシンの機針は上下に三回縫製して布地はやっと一回前進する。この種のミシン
の左右の二機針中間前方、及び両機針中間には各々布地に孔を開ける親針を設置する。縫
製時、親針は機針と共に上下運動し、且つ機針は左右移動し、縫い線で開けた孔辺縁を引
っ張り、布に一菱形孔を形成する。仮に両機針の中間後方に一鋏機構を設置した場合、縫
製しながら上述の菱形孔を切り、鋸歯状辺縁を形成し、各種の布に各種の装飾に運用する
。公知の鋏機構の鋏開閉動作と機針上下運動は同時であり、機針が一回上下するごとに鋏
は一回裁断動作を行う。この種のミシンの機針は三回上下して、やっと布が一回前進する
ので鋏動作が多すぎ、鋏の刃は磨耗しやすい。
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【０００３】
　この他、二針刺繍装飾ミシンで縫った製品は一般の平型ミシンより皺が寄りやすいため
、必要時には機針の後方に一後方布引き輪機構を設置して布に一定の張力をもたせ、縫い
線がまっすぐになるようにする。公知の鋏機構が占める空間は大きく、布引き輪と機針の
前後距離は相対して長いため、縫製を始める時の引き作業に不利である。
【０００４】
　他に公知の鋏機構の可動刃と固定刃の刃口の咬み合せは、複数個の板形状バネ片で押さ
えるため、構造が複雑で且つ固定刃が曲がって歪みやすい。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案の主要な目のは、ミシンの裁断装置を提供し、凸輪で連動機構を駆動し、連動機
構が鋏機構の可動刃を開閉して布地を裁断する。機針が三回上下して縫製して初めて布地
が一回前進し、同時にはさみが開閉するので、鋏の空切りに依る磨耗を防止する。同時に
布地をすっきりと裁断して、布辺縁の美観を整える。
【０００６】
　本考案の別の目的は、ミシンの裁断装置を提供し、その裁断機構の可動刃と固定刃の刃
口の噛み合わせは、支軸を固定刃と可動刃の軸孔に挿入し、盤型バネと調整ナットで刃口
の噛み合わせを直接加圧し、固定刃の歪みを防止し、更に構造を小さくし、次の布引き輪
に十分な空間を提供する。
【０００７】
　上述の目的のため、本考案は凸輪、連動機構及び鋏機構を含む。該凸輪の一端面は凸部
を具える。該連動機構は、伝動ユニットで凸輪の端面を接触させ、凸輪の動きを伝える。
該伝動ユニットの下端は回転軸を連接し、回転軸が軸方向に回転する。該回転軸の別端は
揺動ユニットを連接し、且つ揺動ユニット回転軸の連動を受けて回転する。該揺動ユニッ
トはまた横棒を連接し、横棒を連動して左右に移動させる。該横棒の別端は揺動腕で連桿
ユニットを連接する。該鋏機構は、刃台、刃台上に設置した一組の固定刃及び可動刃を含
む。該連桿ユニットは第一連桿、揺桿及び第二連桿を含み、第一連桿と第二連桿の一端は
それぞれ揺桿の両端に連接し、揺桿の中間は支軸で刃台上に固定し、且つ第一連桿の別端
は揺動腕に軸設し、第二連桿の別端は鋏機構の可動刃に軸設する。連桿ユニットは揺動腕
が動かした第一連桿と第二連桿の二桿の上下移動を受け、同時に可動刃の刃を連動して上
下開閉する。これにより凸輪が連動機構を動かし、連動機構が鋏機構の可動刃を動かし、
鋏を開閉させて裁断動作を行う。
【０００８】
　凸輪の凸部と連動機構の接触位置を調整することにより、連動機構が動かす鋏機構の動
作時間を変化させる。
【０００９】
　該刃台の下端に第一固定孔を設置し、該固定刃及び可動刃の中段箇所にもまた各々第一
軸孔を設置し、第一支軸の一端は刃台の第一固定孔内に挿入し、別端を固定刃及び可動刃
の第一軸孔に挿入し、盤型バネ及び調整ナットを締めることにより、直接刃口の噛み合せ
に加圧し、固定刃の曲げや歪みを防止し、また構造を縮小する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１の考案は、布地を裁断するためのミシンの裁断装置において、凸輪、連動機構
及び鋏機構を含み、
その端面に凸部を具える凸輪と、
伝動ユニットで該凸輪の端面を接触させ、凸輪が動きを伝え、下端には回転軸を軸設し、
回転軸を連動してその軸線で回転し、回転軸の別端は揺動ユニットを連接し、且つ揺動ユ
ニットは回転軸によって連動して回転し、該揺動ユニットは横棒を連接し、横棒が左右に
移動させ、横棒の別端は揺動腕で連桿ユニットを連接する連動機構と、
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刃台、刃台上に設置した一組の固定刃及び可動刃を含み、且つ連桿ユニットの一端は可動
刃を連接し、凸輪が連動機構を動かし、連動機構が鋏機構の可動刃を動かして開閉によっ
て裁断動作を行う鋏機構を含むことを特徴とするミシンの裁断装置としている。
　請求項２の考案は、請求項１記載のミシンの裁断装置において、前記連桿ユニットは、
第一連桿、揺桿及び第二連桿を含み、該第一連桿の一端は該揺動腕を軸設し、別端は該揺
桿の一端を軸設し、揺桿の別端は第二連桿を軸設し、且つ揺桿の中間には支軸で該刃台上
に固定し、該第二連桿の別端は可動刃に軸設することを特徴とするミシンの裁断装置とし
ている。
　請求項３の考案は、請求項１記載のミシンの裁断装置において、前記刃台は、下端に第
一固定孔を設置し、該固定刃及び可動刃の中段箇所にはそれぞれ第一軸孔を設置し、第一
支軸の一端は該刃台の第一固定孔内に挿入し、別端は固定刃及び可動刃の第一軸孔に挿入
し、盤型バネ及び調整ナットで固定することを特徴とするミシンの裁断装置としている。
　請求項４の考案は、請求項１記載のミシンの裁断装置において、前記刃台は、下端に第
二固定孔を設置し、固定刃の端側に第二軸孔を設置し、第二支軸の一端を固定刃の第二軸
孔内に挿入し、別端を刃台の第二固定孔内に挿入し、パッド及びナットで固定することを
特徴とするミシンの裁断装置としている。
　請求項５の考案は、請求項２記載のミシンの裁断装置において、前記可動刃は、端側に
第二軸孔を設置し、該第二連桿に軸設することを特徴とするミシンの裁断装置としている
。
　請求項６の考案は、請求項１記載のミシンの裁断装置において、前記横棒の一端の適す
る位置に固定環を設置し、ミシン本体に支持フレームを設置し、該支持フレームの一端は
折曲もしくは垂直面を形成し、バネで固定環と垂直面の間を押さえ、揺動ユニットを押し
て元の位置に復位させることを特徴とするミシンの裁断装置としている。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案のミシンの裁断装置は、鋏の空切りに依る磨耗を防止し、固定刃の曲がりや歪み
を防止し、更に構造を小さくし、次の布引き輪に十分な空間を提供するという利点がある
。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１、図２は、本考案の立体概略図及び部分部品の分解概略図である。
本考案は凸輪、連動機構及び鋏機構を含む。凸輪１は、その端面１１に徐々に変化する凸
部１２を具え、その端面１１が一曲面を形成する。該凸輪１は図未提示の一組の伝動ギア
が三対一の歯数比でミシンの主軸と相互に噛み合う。
　連動機構２は、伝動ユニット２１で該凸輪１の端面１１と接触し、該伝動ユニット２１
下端は回転軸２２を連接し、回転軸２２の別端は揺動ユニット２３を連接し、該揺動ユニ
ット２３はバネ２７の弾力による押さえによって回転輪２１３を常に端面１１と接触させ
、且つ揺動ユニット２３は横棒２４を連接し、その横棒２４の一端の適する位置には固定
環２８を設置し、ミシン本体（図未提示）の支持フレーム２９で固定し、該支持フレーム
２９の一端が垂直面３０に折曲しバネ２７を固定環２８と垂直面３０の間で押さえ、横棒
２４が揺動ユニット２３を押さえて元の位置へ回復させる。垂直面３０は通孔３０１を具
え、横棒２４の別端が垂直面３０の通孔３０１に差し込まれ、揺動腕２５で連桿ユニット
２６を連接する（図３参照）。
　鋏機構３は、刃台３１、刃台３１に設置する一組の固定刃３２及び可動刃３３を含む。
該連桿ユニット２６は該刃台３１に軸設し、且つ連桿ユニット２６の一端は該可動刃３３
を連接し、該可動刃３３を動かして裁断する。
【００１３】
　図４、図５に示すとおり、該伝動ユニット２１は逆Ｌ字型の伝動部品２１１、及びその
上端に軸設する回転輪軸２１２と、回転輪軸２１２前端に嵌合して設置する回転輪２１３
を含む。該回転輪２１３は凸輪１の端面１１と接触し、且つ該伝動部品２１１の下端は該
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回転軸２２を連接する。該揺動ユニット２３は、揺動台２３１を含み、揺動台２３１上に
は揺動板２３２を嵌合設置し、且つ揺動板２３２はスリーブ２３３を具え、スリーブ２３
３内部には横棒枷２３４を設置し、スリーブ２３３と横棒枷２３４側辺はどちらにも穿孔
２３５を設置し、そこに横棒２４を挿入してネジで該横棒２４に固定する。凸輪１が回転
すると、その端面１１が回転輪２１３に当たり、回転輪２１３及び伝動部品を押して回転
軸２２の軸線を支軸として回転し、同時に回転軸２２を回転させる。回転軸２２が更に揺
動台２３１を回転させ、揺動板２３２が横棒２４を連動して左右に移動させる。
【００１４】
　該揺動腕２５は、支軸孔２５１を具えて固定軸２５２を挿入し、支軸孔２５１の上方に
はカバー管２５３を設置する。カバー管２５３内部には横棒枷２５４を設置し、且つカバ
ー管２５３と横棒枷２５４の側辺には穿孔２５５を設置してそこに横棒２４の別一端を差
し込む。該揺動腕２５の別一側は該連桿ユニット２６を軸設する。該連桿ユニット２６は
、第一連桿２６１、揺桿２６２及び第二連桿２６３を含み、第一連桿２６１の一端は該揺
動腕２５を軸設し、別端は揺桿２６２の一端を軸設し、揺桿２６２の別端は第二連桿２６
３を軸設し、且つ揺桿２６２の中間は支軸２６４で刃台３１上に固定する。第二連桿２６
３の別端は可動刃３３に軸設し、可動刃３３を動かして動作する。
【００１５】
　横棒２４が左右に移動すると、揺動腕２５は固定軸２５２を支点として回転し、即ち第
一連桿２６１を動かして上下運動し、第一連桿２６１は揺桿２６２を動かし支軸２６４を
支点として回転し、同時に第二連桿２６３を連動して上下移動し、可動刃３３を動かして
上下回転する。
【００１６】
　図５は本考案の鋏機構の部品分解図である。該鋏機構３の刃台３１の下端は第一固定孔
３１１及び第二固定孔３１２を設置し、固定刃３２及び可動刃３３の中段箇所にはそれぞ
れ第一軸孔３２１、３３１を設置し、且つ端側には第二軸孔３２２、３３２を設置する。
第一支軸３４の一端は刃台３１の第一固定孔３１１内に挿入し、別端は固定刃３２及び可
動刃３３の第一軸孔３２１、３３１に差し込む。並びに盤型バネ３５及び調整ナット３６
で固定する。第二支軸３７の一端は固定刃３２の第二軸孔３２２内に挿入し、別端は刃台
３１の第二固定孔３１２に挿入し、パッド及びナットで固定する。該可動刃３３の第二軸
孔３３２は、第二連桿２６３に軸設する。該鋏機構３は更にフレーム体３８に設置し、フ
レーム体３８上に滑動槽３８１を設置し、該刃台３１は横板３１３で滑動槽３８１内に固
定する。
【００１７】
　上述の構造により、伝動ユニット２１の回転輪２１３が凸輪１に接触して凸部１２に接
触しない位置の時、鋏は閉じた状態である。また、凸輪１が凸部１２まで回転して回転輪
２１３と相互に接触した時、可動刃３３の刃は連動して開き、布地が同時に前進し、続い
て凸輪１が凸部１２でない位置まで回転した時、可動刃３３の刃は下向きに固定刃３２と
噛み合わさり、布地を裁断する。
【００１８】
　図１の矢印に示すように、凸輪１が凸部１２まで回転して回転輪２１３と相互に接触し
た時、回転輪２１３を右方向へ押し、同時に伝動ユニット２１を動かして回転軸２２の軸
線を支軸として時計回りに回転し、また回転軸２２が時計回りに回転し、同時に回転軸２
２も揺動ユニット２３を時計回りに回転させる。揺動ユニット２３は横棒２４を連動して
右向きに移動し、次に揺動腕２５が固定軸２５２を支点として時計回りに回転する。また
第一連桿２６１を連動して下向きに移動し、同時に揺桿２６２が支軸２６４を支点として
時計回りに回転し、第二連桿２６３を下へ移動し、第二連桿２６３は可動刃３３の第二軸
孔３３２を動かして第一支軸３４を支点として下へ回転し、同時に可動刃３３の刃は上に
開く。戻る時には上述の動作を戻すと、可動刃３３の刃は反対方向に動いて固定刃３２の
刃を噛み合せ、布地を裁断する。
【００１９】
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　図６は、布地を裁断する概略図である。ミシンが動くと、左右の両機針が上下三回動い
た後、布地４は一回前進して針進む。機針が縫製すると同時に、両機針中間前方及び両機
針中間の親針は同時に布地４に孔を開ける。親針が先ず丸孔状に孔を開け、縫い線が孔を
開けた辺縁を菱形孔４１に引っ張る。ミシンが動く時、縫製しながら鋏機構３で二本の縫
い線４２の間の菱形孔４１を切り開き、鋸歯状辺縁４３を形成し、各種飾り筋の縫製に運
用する。
【００２０】
　機針の後方には布引き車輪機構を設置し、布地に一定の張力を与え、ミシンの縫い取り
で出来た製品がより平らになる。
【００２１】
　本考案は、凸輪１で連動機構２を駆動し、連動機構２は鋏機構３の可動刃３３を動かし
て上下に開いて裁断動作を行い、機針が三針上下するごとに、鋏は一回開閉するので、鋏
の空切りに依る刃の磨耗を防止する。且つ凸輪１の凸部１２と伝動ユニット２１が接触す
る位置を調整することにより、連動機構２を動かして可動刃３３の動作と布地４前進の合
うタイミングを変化させる。
【００２２】
　この他、本考案の鋏の刃口の噛み合せ方式は、第一支軸３４を固定刃３２と可動刃３３
の第一固定孔３１１内に挿入し、並びに盤型バネ３５と調整ナット３６によって固定刃３
２と可動刃３３をしっかり繋ぎ、直接刃口の噛み合わせに加圧することにより、固定刃３
２が曲がるのを防止し、また構造を小さくし、布引き輪が十分な空間を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本考案の立体概略図である。
【図２】本考案の部分部品の分解概略図である。
【図３】本考案の正面図である。
【図４】本考案の連動機構の部品分解概略図である。
【図５】本考案の裁断機構の部品分解概略図である。
【図６】本考案の布裁断の概略図である。
【符号の説明】
【００２４】
１　　　　凸輪
１１　　　　端面
１２　　　　凸部
２　　　　連動機構
２１　　　　伝動ユニット
２１１　　　　伝動部品
２１２　　　　回転輪軸
２１３　　　　回転輪
２２　　　　回転軸
２３　　　　揺動ユニット
２３１　　　　揺動台
２３２　　　　揺動板
２３３　　　　スリーブ
２３４　　　　横棒枷
２３５　　　　穿孔
２４　　　　横棒
２５　　　　揺動腕
２５１　　　　支軸孔
２５２　　　　固定軸
２５３　　　　カバー管
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２５４　　　　横棒枷
２５５　　　　穿孔
２６　　　　連桿ユニット
２６１　　　　第一連桿
２６２　　　　揺桿
２６３　　　　第二連桿
２６４　　　　支軸
２７　　　　バネ
２８　　　　固定環
２９　　　　支持フレーム
３０　　　　垂直面
３０１　　　　通孔
３　　　　鋏機構
３１　　　　刃台
３１１　　　　第一固定孔
３１２　　　　第二固定孔
３１３　　　　横板
３２　　　　固定刃
３２１　　　　第一軸孔
３２２　　　　第二軸孔
３３　　　　可動刃
３３１　　　　第一軸孔
３３２　　　　第二軸孔
３４　　　　第一支軸
３５　　　　盤型バネ
３６　　　　調整ナット
３７　　　　第二支軸
３８１　　　滑動槽
４　　　　布地
４１　　　　菱形孔
４２　　　　縫い線
４３　　　　鋸歯状辺縁
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